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若
い
感
性
で
地
域
の
魅
力
発
信
を

若
井
英
二
氏
中
国
経
済
産
業
局
長

メ
ッ
セ
ー
ジ

　
「
第

回
キ
ャ
ン
パ
ス
ベ

ン
チ
ャ
ー
グ
ラ
ン
プ
リ
中

国
」
各
賞
を
受
賞
さ
れ
た
皆

さ
ま
に
心
よ
り
お
祝
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
度
も

多
く
の
大
学

・
高
専
等
か

ら
１
０
０
を
超
え
る
、
独
創

性
に
富
ん
だ
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ

ン
を
提
案
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
れ
も
、
学
生
の
起
業

家
精
神
の
醸
成
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
精
神
や
創
造
性
に
富
ん
だ

人
材
の
育
成
に
取
り
組
ん
で

来
ら
れ
た
大
学
・
高
専
等
関

係
各
位
の
ご
尽
力
の
た
ま
も

の
で
あ
り
、
心
か
ら
敬
意
を

表
す
る
次
第
で
す
。
引
き
続

き
、
こ
の
よ
う
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
精
神
を
持
っ
た
学
生
た
ち

を
地
域
全
体
で
支
援
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
日
本
経
済
は
、
長

引
く
デ
フ
レ
な
ど
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、

中
国
地
域
に
は
若
い
感
性
で

魅
力
を
発
信
し
続
け
て
い
る

経
営
者
や
生
き
生
き
と
地
域

を
引
っ
張
っ
て
い
る
女
性
経

営
者
な
ど
、
魅
力
的
な
経
営

者
が
多
数
お
ら
れ
ま
す
。
本

グ
ラ
ン
プ
リ
に
参
加
さ
れ
た

学
生
の
皆
さ
ま
に
も
、
今
回

の
挑
戦
を
ひ
と
つ
の
契
機
と

し
て
、
ア
イ
デ
ア
と
チ
ャ
レ

ン
ジ
精
神
あ
ふ
れ
る
若
い
力

に
よ
り
、
地
域
を
け
ん
引
す

る
人
材
と
な
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
期
待
し
て
お
り
ま

す
。

　
当
局
と
い
た
し
ま
し
て

も
、
引
き
続
き
本
グ
ラ
ン
プ

リ
の
開
催
支
援
を
は
じ
め
、

大
学
等
と
連
携
し
た
人
材
育

成
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
支

援
、
若
手
研
究
者
を
中
心
と

し
た
産
学
官

の
交
流
の
場

で
あ
る
「
イ

ン
テ
レ
ク
チ
ャ
ル
・
カ
フ
ェ

広
島
」
の
開
催
、
若
者
の
起

業
・
創
業
支
援
や
地
域
資
源

等
に
よ
る
新
事
業
創
出
を
通

じ
た
地
域
経
済
の
活
性
化
に

向
け
た
支
援
を
継
続
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
一
緒
に
日
本
と
地
域
経
済

を
元
気
に
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
！

議
論
変
革
へ
の
一
歩
山
下
隆
Ｃ
Ｖ
Ｇ
中
国
実
行
委
員
長

　
２
０
１
２
年
を
振
り
返

る
と
、
わ
が
国
の
経
済

は
、
欧
州
債
務
危
機
や
新

興
国
経
済
の
減
速
に
く
わ

え
、
中
国
・
韓
国
と
の
関

係
悪
化
な
ど
も
重
な
っ

て
、
先
行
き
不
透
明
な
状

況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
「
京
都
大
学
の

山
中
教
授
が
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
」
と
い
う
明
る
い
ニ
ュ

ー
ス
が
話
題
と
な
っ
た
一
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
山
中
教
授
は
、
受
精
卵
か
ら
「
Ｅ
Ｓ
細
胞
」
を
生
成
す

る
研
究
が
主
流
で
あ
っ
た
再
生
医
療
の
分
野
で
、
皮
膚
な

ど
の
体
細
胞
を
、
細
胞
分
化
の
時
間
の
流
れ
を
さ
か
の
ぼ

っ
て
初
期
化
す
る
と
い
う
逆
転
の
発
想
で
、
万
能
細
胞

「
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
」
の
開
発
に
成
功
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
出

発
点
と
な
っ
た
の
は
、
共
同
受
賞
者
で
あ
る
英
国
・
ケ
ン

ブ
リ
ッ
ジ
大
学
名
誉
教
授
の
ジ
ョ
ン
・
ガ
ー
ド
ン
博
士
に

よ
る
研
究
の
成
果
で
し
た
。
ま
た
、
「
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
」
の

生
成
に
必
要
と
な
る
遺
伝
子
の
組
み
合
わ
せ
を
見
つ
け
出

す
過
程
で
は
、
研
究
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
と
さ
ま
ざ
ま
な

ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
試
行
錯
誤
を
重
ね
た
と
い
う
こ

と
で
す
。

　
画
期
的
な
ア
イ
デ
ア
は
、
一
人
の
天
才
の
直
感
的
な
ひ

ら
め
き
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
が
ち
で

す
が
、
実
際
に
は
、
元
と
な
る
ア
イ
デ
ア
を
発
展
さ
せ
、

他
人
の
意
見
も
取
り
入
れ
な
が
ら
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し

て
い
く
こ
と
で
、
よ
り
優
れ
た
ア
イ
デ
ア
に
成
長
す
る
こ

と
が
多
い
と
聞
き
ま
す
。
多
様
な
知
識
、
価
値
観
、
考
え

方
を
持
っ
た
人
と
積
極
的
に
触
れ
合
い
、
議
論
を
重
ね
る

こ
と
こ
そ
が
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
第
一
歩
で
す
。

今
回
の
Ｃ
Ｖ
Ｇ
中
国
で
は
、
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、

プ
ラ
ン
募
集
に
先
立
ち
、
学
生
同
士
が
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
を
創
出
・
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
セ
ミ
ナ
ー
は
、

の
大
学
か
ら
計

名
の
学
生
に
参

加
い
た
だ
き
、
元
気
で
積
極
的
な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に

よ
っ
て
活
気
あ
ふ
れ
る
も
の
と
な
り
、
学
生
間
の
交
流
も

大
い
に
深
ま
り
ま
し
た
。
今
後
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
さ
ら
に
拡
大
し
、
大
学
・
高
専
な
ど
が
相
互
交
流
で
き

る
場
の
提
供
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
を
推
進
し
て
い
く
と

と
も
に
、
Ｃ
Ｖ
Ｇ
中
国
の
一
層
の
充
実
に
努
め
て
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
地
域
の
皆
さ
ま

の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

中
国
経
済
連
合
会
会
長

岡
田
さ
ん
ら
、
中
村
さ
ん
ら
に
最
優
秀
賞
き
ょ
う
広
島
市
内
で
表
彰
式
入
賞
１
６
件

□
　　■
　　□

　
キ
ャ
ン
パ
ス
ベ
ン
チ
ャ
ー
グ

ラ
ン
プ
リ

Ｃ
Ｖ
Ｇ

中
国
実

行
委
員
会

山
下
隆
実
行
委
員

長

中
国
経
済
連
合
会
会
長

は

日
、
広
島
市
中
区
の
リ
ー

ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で
「
第

回
Ｃ
Ｖ
Ｇ
中
国
」
の
表
彰
式
を

開
く
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
部
門
の

最
優
秀
賞
と
し
て
広
島
市
立
大

学
大
学
院
の
岡
田
誠
流
さ
ん
ら

の
「
高
齢
者
や
運
動
弱
者
の
た

め
の
自
律
移
動
支
援
シ
ス
テ
ム

　
自
律
走
行
車
椅
子
ロ
ボ
ッ
ト

マ
イ
ウ
ェ
イ

の
開
発
・
提

案
」
、
ビ
ジ
ネ
ス
部
門
の
最
優

秀
賞
に
広
島
国
際
大
学
大
学
院

の
中
村
直
樹
さ
ん
ら
の
「
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
洋
服
の
バ
ー

チ
ャ
ル
試
着
シ
ス
テ
ム
の
提

案
」
な
ど

件
を
顕
彰
し
、
賞

状
と
賞
金
を
授
与
す
る
。

　
Ｃ
Ｖ
Ｇ
中
国
は
中
国
地
方
の

大
学
院
、
大
学
、
高
等
専
門
学

校
、
短
期
大
学
、
各
種
専
門
学

校
な
ど
に
在
籍
す
る
学
生
を
対

象
に
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
募

集
、
審
査
し
て
顕
彰
す
る
制

度
。
学
生
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
対
す

る
関
心
を
高
め
起
業
家
精
神
を

鼓
舞
す
る
の
が
目
的
だ
。
中
国

経
済
連
合
会
、
中
国
地
域
産
学

官
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
会
議
、

中
国
四
国
産
業
人
ク
ラ
ブ
、
日

刊
工
業
新
聞
社
な
ど
で
つ
く
る

実
行
委
員
会
が
運
営
す
る
。
審

査
は
茂
里
一
紘
審
査
委
員
長

広
島
県
発
明
協
会
会
長

ら
、
各
分
野
の
第
１
人
者
が
担

当
し
た
。
今
回
は

校
か
ら
１

０
８
件
の
応
募
が
あ
っ
た
。

写
真
は
第

回
Ｃ
Ｖ
Ｇ
中
国

審
査
会
よ
り

～多様な知識、価値観、考えに触れアイデア磨こう～

１月２５日 （金曜日）
　　　（ ）

２０１３年 平成２５年


